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論文内容の要旨

【緒言】

歯冠修復における支台歯形成の習熟度は、補綴物の形態、強度、適合性、予後などに大きな影響を与える。このよ

うな形成技能の習得は、歯科教育において重要課題であり、そのためには、ハンドピース操作法や形成方法などの科

学的・臨床的知識の理解と、技能定型化のための形成手技の訓練が必要であると言われている。しかしながら、現在

の大学における歯学教育カリキュラムの限られた時間の中で、学生の支台歯形成技能を向上させるためには、効率的

な技術指導と形成訓練が必要である。

本研究は、学生の形成技能を効率的に向上させることを目的として、ハンドピースの適切な操作を支援する形成ト

レーニング法と、形成時のハンドピースの動きから形成技能を客観的に評価し、その問題点を指摘する方法を開発す

ることを目指した。まず、ハンドピースの動きを機械的に制御してその平行性を支援するために、口腔内に固定点を

もっ平行運動維持装置を試作した。そして、この装置を用いて学生が形成トレーニングを行うことによる教育効果を、

形成された支台歯形態を分析評価することにより検討した。さらに、形成技能の動作分析をするために形成時のハン

ドピースの動きをデジタルビデオカメラで撮影し、 Motion Capture 法を用いてハンドピースの形成軸の傾斜度と安

定性、形成運動の滑らかさを定量化することで、学生の形成技能の特徴と傾向を検討した。

【実験方法】

研究 1 :支台歯形成支援装置の教育効果

支台歯形成経験のない歯学部学生 20 人を 2 つの群に分け、各群が⑦ 6⑤|ブリッジの軸面形成について 2 種類の

形成トレーニングを行った。

まず、各群ともトレーニング前の形成として立主副ブリッジの軸面形成を 1 回行った。その後、第 1 群 CSupport

群)は支台歯形成支援装置を用いた形成トレーニングを 3 回、第 2 群 CFreehand 群)は支援装置を用いずにフリー

ハンドによる形成トレーニングを 3 回行った。最後に、各群ともトレーニング後の形成として① 6 (5)|ブリッジの軸

面形成を 1 回行った。

学生の形成技術の習得度を評価するために、形成歯のテーパ一角度と歯軸の平行性、形成歯形態の適正度について、

形成トレーニング中、形成トレーニング前後、トレーニング後の形成における Support 群と Freehand 群の形成の比
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較を行った。

研究 II : Motion Capture 法を用いた形成操作の軌跡評価

卒後 7 年の歯科医師 3名と支台歯形成経験のない歯学部学生 31 名が、 ⑦ 6 ⑤|ブリッジの軸面形成を行った。ハ

ンドピースに正三角形のアングルを取り付け、そこに計測用の標点を設置し、支台歯形成時のハンドピースの動きを

デジタルビデオカメラで撮影した。そして、得られた標点の運動軌跡を動画分析ソフトにより描画した。

標点の運動軌跡より、標点の画像上の 2 次元座標、画像上の標点間距離、標点の移動速度を得た。これらのデータ

より、れンドピースの形成軸の傾斜度、安定性、形成運動の滑らかさを定量化した。これらの項目に関して、歯科医

師と学生の形成時におけるハンドピースの動きを評価した。

【結果および考察】

研究 1 :支台歯形成支援装置の教育効果

支台歯形成支援装置を用いて形成すると、フリーハンドで形成した場合と比較して形成歯のテーパ一角度、歯軸の

平行性ともに良好な値を示し、支援装置を用いることによってハンドピースの平行性が保たれることが分かつた。ま

た、支援装置を用いて形成トレーニングを行った群のみが、 トレーニング後の形成歯のテーパ一角度、歯軸の平行性

が向上した。さらに、形成の困難な_7j1こついて、支援装置を用いて形成トレーニングを行った群の方が良好なテー

ノミ一角度を示し、支援装置を用いた形成トレーニングの教育効果が認められた。

研究 II : Motion Capture 法を用いた形成操作の軌跡評価

学生にハンドピース上の標点の動きを動画で見せることによって、形成操作の特徴を視覚的に認識させることがで

きた。学生の形成時のノ'\~/ドピースの形成軸は舌側、遠心側傾斜を起こしやすい傾向があり、ハンドピースのシャフ

ト方向を軸として回転しやすい傾向があることが認められた。また、学生の形成時のハンドピースの動きは、歯科医

師に比べ滑らかでないことが認められた。

【結論1

支台歯形成支援装置を用いた形成トレーニングによって、ハンドピースの適切な操作を支援することができ、フリ

ーハンドによる形成トレーニングと比較して学生の形成技能の向上が認められた。また、 Motion Capture 法を用い

た形成操作の軌跡評価によって、ハンドピースの動きの特徴を視覚的に表し、客観的に評価することができた。これ

らは、技術指導の際の有用な指標となることが示唆された。

論文審査の結果の要旨

本研究では、支台歯形成実習において学生の形成技能を効率的に向上させるために支台歯形成支援装置を試作し、

その教育効果を検討した。また、 Motion Capture 法を応用した形成操作の軌跡評価を行うことによって学生の形成

技能の特徴と傾向を検討した。

その結果、支台歯形成支援装置を用いた形成トレーニングおよび Motion Capture 法を応用した形成操作の軌跡評

価は、支台歯形成実習において学生に対し効率的な技術指導と形成訓練を行うための有用な方法であることが示され

た。

以上のことから、本研究は歯科治療を行う上で有益な情報を提示するものであり、博士(歯学)を授与するに値す

るものと言翠める。
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